
平成27年度 

 北海道開発技術センター 

調査研究等 
（自主研究・自主プロジェクト・その他） 

ー調査研究結果概要ー 

平成２８年４月 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

Ａ．自主研究 

301モビリティ・マネジメントに関する調査研究(継続【名称変更】)     

302 沿道の環境の保全、活用に関する調査研究事業（継続） 

303 公共交通に関する調査研究（継続） 

304 フットパス等に関する調査研究（継続） 

305 福祉交通やバリアフリーツーリズムに関する調査研究（継続） 

306 「ふゆトピア都市」に関する調査研究（継続） 

308 吹雪時の視認性に関する調査研究（継続） 

309 積雪寒冷地における道路緑化に関する調査研究（継続） 

311 エコ･コリドールに関する調査研究（継続） 

312 エゾシカの被害対策検討に向けた調査研究（継続） 

313 土木史に関する調査研究 

314 環境、エネルギーと社会資本整備に関する調査研究（継続） 

316 北海道の「地域ブランド力」を活かしたビジネスモデルの開発に関する調査研

究（継続） 

317 気候変動下における雪氷環境に関する調査研究（継続） 

318 北海道の地域防災に関する調査研究（継続） 

319北海道新幹線開業に向けた２次交通及び周遊観光に関する調査研究(新規) 

320学校教育との連携による社会的ジレンマ問題の解消に関する調査研究（新規） 

321北海道の歴史・文化を活用したヘリテージツーリスム関する調査研究（新規） 

 

 

 

 

 

Ｂ．自主プロジェクト 

421 寒地開発技術に関する情報･資料の収集整理（継続） 

422 技術資料等のデータベース化に関する調査研究（継続） 

423 「寒地開発技術委員会」の設置（継続） 

424 インターンシップ制度（継続） 

425沿道の環境を守り、活用する団体への支援事業 (継続【名称

変】)  

 

Ｄ．その他（広報・普及啓発） 

461 寒地技術シンポジウム 

462 「野生生物と交通」研究発表会 

463 地域政策研究セミナーの開催（年４回程度） 

451 ｄｅｃマンスリー（年１２回）・ホームページの更新 

 

D．その他（国際交流） 

471 日中冬期道路交通ワークショップ 

       

 

平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業一覧 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３０１ モビリティ・マネジメントに関する調査研究(継続【名称変更】) 

Ａ．自主研究 

第10回日本モビリティ･マネジメント会議への参加 

＜開催概要＞ 

 ■開催日： 2015年7月24日（金）－25日（土） 
 ■会 場： 

  東京都文京区（東洋大学白山キャンパス：東京都文京区白山5-28-20） 

 ■主催： 

   一般社団法人日本モビリティ・マネジメント会議  

 ＜dec関連発表＞ 

 ・札幌市内全小学校への拡大的展開を見据えたMM教育の実践的取組み 

 ・札幌都市圏における通勤MMの取組 

 ・北見市における子供を対象としたバス利用促進イベントの開催 

「日本モビリティ・マネジメント会議」（東京都）や土木学会土木計画学研究発表会、日本交通学会（八
戸市）等に参加し、発表や情報交換・収集を実施する。 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

• 4月3日     100年の木プロジェクト総会参加 

• 5月11日    十勝シーニックバイウェイ 十勝平野・山麓ルート代表者会議参加 

• 5月25日    函館・大沼・噴火湾ルート代表者会議参加 

• 5月27日    十勝シーニックバイウェイ トカプチ雄大空間総会参加 

• 6月12日    支笏洞爺ニセコルート代表者会議参加 

• 6月13日    どうなん追分シーニックバイウェイ総会参加 

• 6月17日    大雪富良野ルート代表者会議参加 

• 6月22日    釧路湿原・阿寒・摩周シーニックバイウェイ総会参加 

• 6月24日    萌える天北オロロンルート総会参加 

• 7月16日    層雲峡オホーツクシーニックバイウェイ総会参加  

• 7月27日     天塩川流域ミュージアムパークウェイ代表者会議参加 

 

３０２ 沿道の環境の保全、活用に関する調査研究事業（継続） 

Ａ．自主研究 

○道路沿道の景観保全や環境保全及びその活用に関する調査研究と住民 

 団体、地域団体の支援 

写真２ 萌える天北オロロンルート総会の様子 

（6月24日） 
写真１ 支笏洞爺ニセコルート代表者会議 

ワークショップの様子（6月12日） 

 シーニックバイウェイ北海道の各ルートの地域住民や団体が行う景観、観光、地域づくり活動等への参加、事務局及び活動作業の
支援を行っている（以下、今年度実施した事業の抜粋）。 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３０３ 公共交通に関する調査研究 

Ａ．自主研究 

＜開催概要＞ 

•期日：2015年10月28日（木）9:30～30日（金）17：00 

•場所：藤沢商工会館ミナパーク 他 

•内容：講習会、全体見学会、情報交換会、政策課題検討会、全体討論会 

•主催：ＥＳＴ普及推進委員会、公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団、 国土交通省関東運輸局 

「第5回地域の交通環境対策推進者養成研修会」への参加 

＜全体討論会での発表資料の一部＞ 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

• 平成２７年４月２８日（火）に『（仮称）北海道版スイス・モビリティ研究会』を立ち上げ、自転
車やカヌー、フットパス、公共交通を組み合わせた新たな観光地づくりを目指して、検討を行った。 

• 高橋清教授を座長として、石狩川河川財団やツール・ド・北海道協会、エコネットワークなどの専
門家、ヤマト運輸などの物流関係者、ハートランドフェリーやJR北海道、バス協会などの交通事業
者、オブザーバーとして開発局、北海道などに参加頂いた。研究会は２回開催した。 

３０４ フットパス等に関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

北海道版スイス・モビリティ研究会の開催 

道北スイス・モビリティの試走調査 

全道フットパスの集い等フットパスイベント
への参加 

• 平成２７年８月（美深町～利尻島）・10

月（幌加内町～中川町）に道北版のスイ
スモビリティ試走調査を行い、自転車の
走行環境やに手荷物の郵送方法、地域の
受入環境等について調査を行った。 

• サイクルツーリズムの先進地「しまなみ
海道」への視察を実施した。 

• 平成２７年７月４日（土）～５日（日）に開催された全
道フットパスの集い in なんぽろに参加。 

• 平成２７年１０月３日（土）～４日（日）に開催された
沙流川フットパスツアーに参加。 

図 チラシ 

図 道北スイス・モビリティの試走調査のようす 図 しまなみ海道視察のようす 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３０５ 福祉交通やバリアフリーツーリズムに関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

函館バリアフリープロジェクトの活動支援 

・NPO法人スプリングボードユニティ21（函館市、理事長 折谷久美子氏）
とともに、函館バリアフリーボランティア実地訓練（平成28年3月5日）
を開催した。 

  

日本福祉のまちづくり学会 北海道支部の活動支援 
・支部の運営の他、日本福祉のまちづくり学会全国大会（柏市）にて研究発表を行った。また、来年度の全国
大会が函館地区での開催（平成28年8月5日~7日）が決定されたことから、支部内で北海道大会実行委員会を
設立し、この活動の支援を行う。加えて、支部主催フォーラム（平成28年6月17日~18日）の準備・運営協
力行う。 

全国大会の様子 8月7日~9日開催（柏市） 

◯当事者：3名（視覚障がい・聴覚障がい・肢体不自由者） 
◯実施場所：函館市内～北斗市内 

◯調査内容：観光施設のバリアフリー状況及び公共交通機関での移動等 

→ 

第19回全国大会

（函館）の会場案
内チラシ 

実地訓練の様子 

7 



平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

■ウインターライフ推進協議会への参画 

３０６ 「ふゆトピア都市」に関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

除雪事故防止啓発サイト「除雪のコツおしえます。」 

○ウインターライフ推進協議会の事務局として活動に参
画し、冬期転倒事故防止、安全な除雪作業、冬の健康
づくり、冬の遊び・雪氷教育など、冬を安全・安心・
快適に過ごすための普及啓発活動および関連する調査
研究を実施。 

【今年度の事業概要】 

○調査研究成果の発表 

 ・雪氷研究大会（H27年9月、松本）にて調査研究成果を発表。 
  「転倒による救急搬送集中日の特徴分析」／「除排雪民具に関する所蔵分布調査」 

  ・転倒予防学会（H27年10月、京都）にて研究成果を発表 
   「冬期道路における自己転倒による救急搬送者の基礎分析」 

  ・その他調査結果についても、ノルディック・ウォーク学会学術 
   大会（10月）や寒地技術シンポジウム（11月）でも発表 

○冬道転倒事故防止啓発サイト「転ばないコツおしえま
す。」による情報発信 

 ・つるつる予報の発表（H27年12月～H28年3月） 

  ・発信情報の充実に向けて、HP掲載情報のリニューアル作業に 

   着手。 

○除雪事故防止啓発サイト「除雪のコツおしえま。」に
よる情報発信 

  

ウインターライフ推進協議会（会長：高野伸栄北海道大学教授）、「北海道みまもりサポート研究会」、
「ボランティア活動による広域交流イノベーション推進研究会（会長：小磯修二北海道大学特任教授）」
（略称：ボラベーション研究会）において、調査研究、事務局運営等を実施した。 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

■吹雪時の視認性評価技術の研究 

Ａ．自主研究 

【概要】 

北海道大学との共同研究により、吹雪時の視認
性を画像解析により数値化する技術を応用し、
視認性指標値から吹雪による吹雪量、吹きだま
り量を推定する技術についての研究を行った。 
 

【今年度の事業概要】 

○国土交通省建設技術開発助成制度に採用され
た「カメラ画像を利用した大雪および暴風雪
による視程障害・吹きだまり検知に関する技
術開発」の視程障害の検知に視認性評価技術
を活用。 

○「カメラ画像を利用した大雪および暴風雪に
よる視程障害・吹きだまり検知に関する技術
開発」の吹雪量（吹きだまり量）の推定への
活用。 

○調査研究成果を以下の関連学会等で発表した。 

３０８ 吹雪時の視認性に関する調査研究（継続） 

図1 視認性評価技術のイメージ 

図2 画像評価値の低下量と風速の積と吹雪量の比較（春日テレメータ） 

 CCTVカメラの画像を用いた吹雪量推定の可能性に
ついて (第31回寒地技術シンポジウム) 

 Development of Snow Transport Estimation 

Models Based on Road Images (Transportation 

Research Board 95th Annual Meeting) 

 

 

 

  

y = 0.0281x - 0.1066
R² = 0.4726

y = 0.0016x2 - 0.0312x + 0.0569
R² = 0.9139

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

吹
雪
量

(m
^3

/m
/h

)

WIPSの低下量 x  風速

N = 223

9 



平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

• 開催日時：2015年6月26日（金）13：00-17：00 

• 場  所：環境林づくり研究所（美唄市） 

• テーマ：木の葉ー形態・生態と利用 

３０９ 積雪寒冷地における道路緑化に関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

1.緑化勉強会の開催 

• 一般国道453号のﾄﾄﾞﾏﾂ倒伏要因調査 

• 上士幌町十勝三股地区の植生復元のモニタリング調査 

• 道道屈斜路摩周湖畔線の道路防雪林調査 

2.現地調査の実施 

• 雪氷研究大会（2015年・松本）にて「冬期における切土斜面樹木の倒伏要
因に関する一考察」と題して口頭発表（2015.9.16） 

• 第14回日中冬期道路交通ワークショップにて「大平原における道路防雪林
帯の創り方」と題して口頭発表（2015.7.20） 

• 第31回寒地技術シンポジウムにて「高標高地における裸地からの森づくり
の手法について 十勝三股森づくり21の活動記録から」と題してポスター発
表（2015.11.5） 

 

3.研究発表 

• 図説・土木技術者のための樹木学入門（斎藤新一郎著）の原稿作成 

4.技術資料 

図 トドマツの倒伏状況 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

野生生物と交通に関する様々な情報を広く提供す
るとともに、事故状況などの情報収集を行うため、
ホームページを立ち上げ、運用している。 

＜主な内容＞ 

• 野生生物との衝突事故防止に向けた情報発信 

  （注意喚起、文献リスト など） 

• 「野生生物と交通」研究発表会の案内 

• 事故発生状況に関するアンケート 

• 野生生物と交通に関する写真・動画募集 

 

３１１ エコ･コリドールに関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

「野生生物と交通」ホームページの運用 

ロードエコロジー研究会の活動 

• 道央自動車道のオーバーブリッジでのモニタリング調査の実施（8月～継続中） 

• 環境アセスメント学会での特別集会「「野生生物と交通」の現状とその課題」の開催（9月4日） 

• 「野生生物と社会」学会でのテーマセッション「「野生生物と交通」に関する話題―琉球列島の今を
知る」の開催（11月21日） 

オーバーブリッジの現地確認 特別集会での発表プレゼン資料 

トップページ 「野生生物と交通」研究発表会のページ 

テーマセッションでの会場の様子 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３１２ エゾシカの被害対策検討に向けた調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

「野生生物と社会」学会でのテーマセッションの開催及び情報収集 

 

 

 

寒地技術シンポジウムでのポスター発表 

 

• 「野生生物と社会」学会への参加による情報収集 

• 開催場所：琉球大学（沖縄県） 

• 開催期間：2015 年11月21日（土）～24日（火） 

 

 

• エゾシカ用事故防止対策施設への積雪の影響を考える 

事例収集や他の研究機関等との共同研究を実施し、研究成果の発表を行う。また、平成26年度に作
成した「エゾシカの被害と対策～農林業被害対策編～」の交通問題版の出版に向け、エコインフラや
ロードキル対策などのロードエコロジーに関連する対策事例を収集し、レポート化する。 

ポスター発表資料 テーマセッションでの討議の様子 

鉄道総合研究所との共同研究の実施 

■ 鉄道車両とシカの衝突事故対策ツールの検討を継続
（音によるシカの行動変化の調査研究） 
  

  シカの警戒声、ディアホイッスル、イヌの悲鳴の音を 

  用い、列車から音を鳴らし、その際の反応、行動変化 

  から対策ツールとしての音の活用可能性についての検 

  討を継続する。 

  （平成27年11月、平成28年2月に現地調査を実施） 

 

接近する列車の直線を横断するエゾシカの様子 

（平成28年2月） 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

北海道の土木史や道路史に関わる調査を文献や現地での調査及
び人物への聞き取り調査等を行うとともに、土木遺産や土木施
設等の構造物を観光ツアーや教育等で活用する方策について調
査を実施。 

３１３ 土木史に関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

1.調査の実施 

• 土木学会北海道支部年次技術研究発表会（平成28年1月30

日（土）～1月31日（日）、北海道大学）において、社会
インフラツアーにおける土木遺産の活用とその効果、につ
いて発表。 

2.研究発表 

3.土木史ツアーの実施 

• 土木学会北海道支部と共同で一般市民を対象とした土木
遺産ツアーを行った。参加者40名。 

   「空知の治水と橋の物語」 

  （４つの土木遺産と橋梁工事現場） 

    平成27年10月24日（土）催行。 

 

土木遺産ツアーチラシ 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３１４ 環境・エネルギーと社会資本整備に関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

「北海道EV・PHV普及促進検討研究会」による道内へのEV普及推進 

【概要】 

「北海道EV・PHV普及促進検討研究会」（会長：北大小川先
生）による道内へのEV・PHV普及促進として、EV充電器の箇
所数調べやインフラ整備補助金申請の広報等を行った。 

▲インフラ整備促進事業（北海道ビジョン）の広報 【研究会ＨＰ】 
▲2015年（平成27年）10月7日 北海道新聞 朝刊 
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平成２６年度 北海道開発技術センター 自主事業 

■北海道産ワインとチーズの国際ブランド確立による中国等への販路拡大と「北海道チーズ＆
ワイン街道」への観光客誘致による地域経済活性化プロジェクトへの参画 

３１６ 北海道の「地域ブランド力」を活かしたビジネスモデルの開発に関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

【概要】 

○地域団体及びシーニックバイゥエイ支援センターが申請する「経済
産業省：小規模事業者等ＪＡＰＡＮブランド育成・地域産業資源活
用支援補助金（ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業：2年目）へ参画 

○アジア圏の富裕層をターゲットに、北海道のイメージとともに希少
価値の高い北海道産チーズ＆ワインの市場拡大を目指した海外向け
商品開発を行うとともに、インバウンドの拡大に向けた広報展開等
を実践。 

【今年度の事業概要】 
○戦略推進委員会の開催 

 ・第１回：１１月３０日、第２回３月２５日 

○メディア招聘による北海道産ワイン＆チーズツーリズムのブ
ランド化 

 ・1月24日-26日には、中国版ツイッター「weibo（ウェイボ）」にて、多くの
フォロワーを抱え情報発信力が強いメディア関係者を招聘し、北海道産
ワイン＆チーズツーリズム（モデルコース）を体験頂き、その体験内容を
ウェイボに掲載しPRを行った。 

○北海道産ワイン＆チーズツーリズムの受け入れ環境整備 

・受け入れ窓口づくり 

 ・スムーズに旅行者を受入、商品を提案・販売に繋がるよう冊子を作成し、
ウェブに掲載した。 

 ・宿泊施設と連携し、北海道産ワインとチーズが楽しめる環境づくりを行う。 

 ・受け入れ窓口として、旅行会社や旅行社からの相談や問い合わせ窓口
などの一元的な情報管理やホームページによる発信の窓口づくりを行っ
た。 

 

 

地域団体 
（ワイン事業者） 

地域団体 
（チーズ事業者） 

アドバイザー 

戦略推進委員会 

事務局：支援センター 

北海道開発技術センター 

× 

ウェイボーを活用した情報発信 

中国人旅行者をターゲットとして、
中国語(簡体字)でワイナリーや
チーズ工房を紹介する冊子を制作 

中国語（簡体字）で、北海道のワイナリー
やチーズ工房の特徴や基本情報、おす
すめモデルコースなどを掲載するウェブ
サイトを作成 

ウェブサイトに問合せフォーム等の窓口
を設置し、窓口な一元化を図った。 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３１７ 気候変動下における雪氷環境に関する調査研究（継続） 

Ａ．自主研究 

【概要】 

近年の地球温暖化、異常気象等の気候変動が雪
氷環境及び冬期道路交通や積雪寒冷地の社会生
活等に与える影響について調査研究を実施。 

 

【今年度の事業概要】 

○近年、暴風雪災害が多発している道東地域を
対象として、簡易型のタイムラプスカメラを
設置し、初冬期からの吹雪量と吹きだまり状
況の確認、防雪効果の低減状況を把握するた
めの観測を実施した。 

○日中冬期道路交通ワークショップで得た内蒙
古自治区での吹雪対策技術を読み解き、日本
における吹雪対策との比較、分析を行った。 

○調査研究成果を以下の関連学会等で発表した。 
 
   
 2014年度冬期の吹雪災害と防雪対策施設の状況

（第14回日中冬期道路交通ワークショップ） 

 内蒙古自治区における吹雪対策について      
(第31回寒地技術シンポジウム) 

 

 

  

図1 中標津町での吹きだまり状況の観測 

図2 内蒙古自治区での吹雪対策技術の分析  
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３１８ 北海道の地域防災に関する調査研究 

Ａ．自主研究 

＜開催概要＞ 

• 期日：2015年6月13日（土）14:00～17:00 

• 場所：さっぽろ大通コワーキングスペース ドリノキ レクチャールーム 

• 主催：技術士会 北海道本部 青年技術士交流委員会 

• 参加者：若手技術士（士補）の皆さん 約20名 

• 内容：今回の研修会は、働いているときに生じる『転機での決断』をテーマに、若手世代の方同士でディスカッション
＆交流してもらう事を目的に青年技術士交流会が開催。調査研究部の中前研究員がワークショップのファシリテータを
務め、防災教材クロスロードゲームという手法を用いて、若手同士の意見交換を実施。ワークショップ後に行った参加
者アンケートでは、「自分とは違った視点での様々な意見があり、とても勉強になりました。」、「普段はあまり付き
合いの無い人と率直な意見交換ができ、とても有意義な時間でした」等の意見が寄せられた。 

 北海道のU-35（若手世代）限定 研修会・ワークショップ 

「転機での決断」～あなたは多数派？ 少数派？～ 

研修会の様子 研修会の様子 

開催案内リーフレット 

研修会のファシリテートをしている様子 クロスロードゲームで使用した座布団 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３１９ 北海道新幹線開業に向けた２次交通及び周遊観光に関する調査研究(新規) 

Ａ．自主研究 

北海道新幹線の経済効果を全道に広く波及させるために、北海道新幹線とレンタカーを組み合わせ
た北海道観光の可能性や二次交通のあり方などについて調査研究を行った。具体的には、道央・道
南のシーニックバイウェイ４ルート（支笏洞爺ニセコルート／函館・大沼・噴火湾ルート／札幌シーニッ
クバイウェイ藻岩山麓・定山渓ルート／どうなん・追分シーニックバイウェイルート）広域周遊促進の可
能性を検証するとともに、地域資源の再発掘および周遊ルートなどについて検討を行った。さらに、そ
れら資源をまとめた「シーニックバイウェイ道南・道央五十三次トランプ」の製作を行った。 

①活動概要 
 ●各ルート内における周遊促進に活用できそうな地域資源発掘調査 
 ・平成26年2月に支笏洞爺ニセコルート（支笏湖温泉）で行われた「道央・道南ブロック 
  会議」４ルートの周遊促進ルートの検討結果等を参考に、各ルート内の周遊立ち寄り 
  施設および景観ポイント、その他地域資源（お土産など）等地域資源の発掘調査を行 
  った。”道南・道央五十三次”各ルート13か所の宿場町（みどころ等）を推薦。 
 
 ●ルート周知・プロモーションツール（道南・道央五十三次トランプ）の作成 
 ・上記推薦より、広域周知促進・プロモーションツールとして道南・道央エリア 
  及び当該地域における広域周遊促進に向けた「道南・道央五十三次トランプ」を作成。 
 
 ●協賛企業の募集 
 ・沿道の景観を守り美しいドライブルートを創出する 
  ための活動資金として企業協賛を募集 
  （協賛金額一口1,000円：応募無し） 
 
②活動の体制 
 ●支笏洞爺ニセコルート 
 ●函館・大沼・噴火湾ルート 
 ●札幌シーニックバイウェイ 
         藻岩山麓・定山渓ルート 
 ●どうなん･追分シーニックバイウェイルート 

【トランプ実例：支笏洞爺ニセコルート】 

【4ルート合同による検討会の開催】 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３２０ 学校教育との連携による社会的ジレンマ問題の解消に関する調査研究（新規） 

Ａ．自主研究 

みんなで考える公共交通アイデアコンテスト 

・エコチル紙面により、『公共交通アイデアコンテスト』を実施。  
・札幌市長賞、札幌市交通局賞・市内バス事業者3社の賞・JR北海道賞な
どを選定。 

 ・各賞の受賞者を2月の“さっぽろ雪まつり”にて表彰。 

●主催：㈱アドバコムエコチル編集部 
●共催：（一社）北海道開発技術センター 
●後援：札幌市・札幌市教育委員会・札幌市PTA協議会・ジェイ･アール北

海道バス㈱・㈱じょうてつ・北海道運輸局・北海道中央バス㈱ 

■ 実施内容 

■ 実施体制 

■ 応募数 

●８８１作品 

■ 目的 
・公共交通に関心を持つ「きっかけ（動機付け）」づくり 
・将来の乗務員へ 

 ㈱アドバコムとの共催により、こども環境情報誌エコチルにおいて、「みんなで考える公共交通アイデ
アコンテスト」を実施し、札幌市内の小学生から881作品の応募を得た。また、応募作品の選定は、札
幌市や交通事業者で構成される審査会で行い、アイデアの内容により札幌市長賞・札幌市交通局賞
地下鉄部門/市電部門・ジェイ・アール北海道バス賞・じょうてつバス賞・北海道中央バス賞・JR北海道
賞の7作品を選定し、各受賞者に対しては2月6日のさっぽろ雪まつり大通会場にて表彰を行った。 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３２０ 学校教育との連携による社会的ジレンマ問題の解消に関する調査研究（新規） 

Ａ．自主研究 

 路面電車沿線活性化協議会との協働により、札幌市立資生館小学校において、路面電車を教材し
た総合的な学習の時間の支援を実施した。 

札幌市立資生館小学校における路面電車を教材とした総合的な学習の支援 

市電について

もっと市電を乗ってもらうためにはどうする？

沿線地域の資源

資源を活かした企画立案・まとめ

実演

発表

8
時
間

8
時
間

9
時
間

市電の歴史や沿線地域、路線などにつ
いて乗車体験や話を聞くなどを通し学び、
“もっと市電に乗ってもらうためにはど
うする？”を考える。
ゲスト：札幌市交通局

学校区内の沿線電停周辺の”地域資
源”について、調べ、結果を記述しまと
める。目的地となりそうな資源を探す。
市電を利用してもらうための企画やアウ
トプットを作成。

路面電車沿線の魅力を伝えるポスター
やリーフレットの作成を通して実演。
活動した内容についての発表を行う。
ゲスト：中央区長

市
電
の
学
習

地
域
の
学
習

企
画
発
表

■ 学習の実施概要 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

３２１ 北海道の歴史･文化を活用したヘリテージツーリズムに関する調査研究（新規） 

21 

藤村久和氏(写真 左） 
 

 北海学園大学名誉教授。北
海道を代表するアイヌ文化研究
者の一人。 

 

 主な著書：『アイヌの霊の世
界』（小学館、1982年）、『アイヌ、
神々と生きる人々』（福武書店、
1985年）『アイヌ学の夜明け』
（梅原猛との共編、小学館、
1990年）等。 

勉強会の様子(下） 

 観光庁事業のため
藤村氏監修により日
繁、英仏、簡韓の3種
類6カ国語で製作した

アイヌ文化について
のパンフレット表紙
(右） 

Ａ．自主研究 

アイヌ文化勉強会の開催 
 

 昨年度8月から3月まで月1回、藤村久和北海学園
大学名誉教授を講師としてアイヌ文化勉強会(アイ
ヌ文化を読む会）を開催していたが、今年度は自主
事業として継続し、平成28年年3月で20回を数える。
また、平成27年8月からアイヌ語地名についても文
化の勉強会とは別に月に1度実施している。 
 
 両勉強会共、藤村氏が主催するアイヌ語地名研究
会と共同で実施している。一般人を含み、毎回
20~25名が参加しており、現在までの参加登録者数
は50名を超えている。 
 勉強会は、ジョン･バチェラーの著書をテキスト
とし、その内容に藤村氏がコメントするかたちで進
められている。今年度各回の具体的内容は以下のと
おりである。 
4/7 アイヌの占い、まじない 5/12 女性と刺青 
6/2 アイヌの口承文芸  
7/7 アイヌの衣類（アットウシなど） 
8/4 アイヌの家庭  9/1 アイヌ社会のリーダーシップ   
10/6 アイヌのしかけ罠、家の構造 11/10 アイヌの婚姻制度 
12/1 アイヌの食材 1/5 育児法 2/2 礼儀作法 3/1 狩猟採取 

 
 アイヌ語地名勉強会では、松浦武四郎日誌を元に
書かれた山田秀三氏の「札幌のアイヌ語地名を尋ね
て」を使って地形を参照しながらアイヌ語地名を学
んでいる。来年度は地形とアイヌ語地名の対応度を
現地で検証予定。 



平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

４２１ 寒地開発技術に関する情報・資料の収集整理（継続） 

Ｂ．自主プロジェクト 

○雪氷学会、雪工学会、寒地技術シンポジウム、土木計画学研究委員会の 

 他、米国運輸調査委員会等、国内外の会議や各種研究機関等との交流を 

 通じ、寒地技術や交通・地域政策に関する技術情報を収集整理 

雪氷研究大会（日本雪氷学会、日本雪工学会）  

 

期間：2015年9月13日（日）～16日（水） 

場所：信州大学 

発表論文：              

・防雪柵の吹きだまりの発達過程と吹雪捕捉率（金田安弘）  

・高齢者の日常的な活動と冬期歩行に対する自己効力感 

 （大川戸貴浩、冨田真未、金田安弘）            

・転倒による救急搬送集中日の特徴分析 

 （永田泰浩、金田安弘）                   

・冬期における切土斜面樹木の倒伏要因に関する一考察 

 （阿部正明）                                      

・除排雪民具に関する所蔵分布調査（小西信義）                                 

               

                 

寒地技術シンポジウム               

 

期間：2015年11月4日（水）～11月6（金） 

場所：札幌コンベンションセンター 

発表論文： 

・エゾシカ用事故防止対策施設への積雪の影響を考える 

 （野呂美紗子、鹿野たか嶺、佐藤真人）             

・高齢者の雪道での転倒不安に関する調査                     

 （大川戸貴浩、冨田真未） 

・高標高地における裸地からの森づくりの手法について 

 （斎藤新一郎）                

・除雪ボランティア検証（中前千佳） 

・内蒙古自治区における吹雪対策について（永田泰浩） 

・CSR事業における雪かきボランティア活動の特長と今後必要な   

 方策（小西信義）                      

                  ※著者名はｄｅｃ関係者のみ記載 

 これまでに、日本雪氷学会と日本雪工学会が主催する雪氷研究大会（2015・松本）に参加し、論文発表を行う共に、各種研
究機関等との交流を行い、寒地技術に関する情報交換を行った。また、11月に開催される寒地技術シンポジウムにおいても、
各種論文発表及び技術交流を行った。  
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

寒地技術や道路事業に関する資料を収集し、随時、decサーバー内でデータベース化を
行っている。 

■主な資料 

・論文集（寒地技術シンポジウム、日中冬期道路ワークショップ等） 

・写真資料 

 

４２２ 技術資料等のデータベース化に関する調査研究（継続） 

Ｂ．自主プロジェクト 

1.decサーバーを活用し、収集資料のデータベース化 

データベース画面 

（野生生物と交通） 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

寒冷地の道路事業に関わる設計基準等の検討のため、道路設計幹事会の下部組織ワーキン
ググループを開催した。 

４２３ 寒地開発技術委員会（継続） 

Ｂ．自主プロジェクト 

1.寒地開発技術委員会道路設計幹事会ワーキンググループの開催 

• 道路ワーキング   （第1回：H27年9月2日（水）、第2回：H27年11月11日（水））   

• 橋梁ワーキング   （第1回：H27年9月2日（水）、第2回：H27年10月28日（水））   

• トンネルワーキング （第1回：H27年8月31日（月）、第2回：H27年11月10日（火））   

• 電気ワーキング   （第1回：H27年8月31日（月）、第2回：H27年11月12日（木））   

2.開催概要 

橋梁ワーキング 道路ワーキング 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

• シーニックバイウェイ北海道など地域協働による景観・
地域・観光振興について学ぶことを目的に、筑波大学及
び岩手大学農学部から各１名のインターンシップの受け
入れを行った。 

• インターンシップでは、シーニックバイウェイに関わる
開発建設部業務や各ルートにおけるワークショップに参
加し、各開催概要などを整理するとともに、ルート代表
や関係者へのヒアリングを実施し、シーニックバイウェ
イへの思いなどを把握した。 

 

平成２７年９月７日～１７日 

 ●研修生 

  筑波大学 大学院 システム情報工学研究科 

      社会工学専攻 都市交通研究室 栁澤直哉 

 

平成２７年１１月３日～１２月１１日 

 ●研修生 

  岩手大学農学部 

     共生環境課程３年 地本 真菜哉 

４２４ インターンシップ制度 

筑波大学筑波大学 大学院及び岩手大学農学部からのインターン受け入れ 

図 天塩川流域ミュージアムパークウェイワークショップ（中川）
への参加のようす 

図 留萌開建 協働インフラ会議（羽幌）の参加のようす 

Ｂ．自主プロジェクト 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

４２５ 沿道の環境を守り、活用する団体への支援事業(継続) 

■情報誌 ScenicByway製作・発行 

○シーニックバイウェイ北海道の指定・候補14

ルートへの来訪を促すドライブ観光総合情報紙
として、「地元おすすめのドライブルート」
「滞在・体験メニュー」「旬の食事」「旅の思
い出になるお土産」等の地域情報を発信。 

【今年度の事業概要】 

○vol.15夏-秋号「ドライブ＆朝」：平成27年  7月発行 

○vol.16冬-春号「ドライブ＆音」：平成27年12月発行 

 

■発行回数：年2回発行 （夏秋号・冬春号）  

■発行部数： 各11万部  

■仕 様 ：A5サイズ×４０P 

 

 

 

【発    行】 北海道ドライブ観光コンソーシアム 

【編集・制作】シーニックバイウェイ編集・制作実行委員会 

【協    力】一般社団法人 北海道開発技術センター 

         一般社団法人 シーニックバイウェイ支援センター 

【編集協力】シーニックバイウェイ北海道14ルート 

Ｂ．自主プロジェクト 

シーニックバイウェイ北海道の参加団体を対象に、活動団体が実施する沿道の環境を守り、活用する
事業に関する支援事業を継続する。特に、参加団体の連携事業に重点をおいて調査研究事業を支援
するほか、活動団体の研修派遣事業を行う。また、webやドライブ情報紙を活用した地域情報の提供も
継続して行う。 

朝

＜読者層＞ 

・30〜60代のドライブ観光客（道内・道外） 

＜配布先＞ 

◆道内：道の駅、道内主要レンタカー営業所窓口、高速 道路
サービスエリア、北洋銀行 ・北海道銀行本店・全支店、東日本
フェリー道内営業所窓口、観光案内所、ガソリンスタンド、ホテル、
商業施設等 

◆道外：道南自動車フェリー、商船三井など、北海道と本州を
結ぶフェリー船内・道外営業所、エアドゥ羽田空港支店、成田空
港、どさんこプラザ（有楽町）などの北海道アンテナショップなど 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

＜開催概要＞ 

• 期日：平成27年11月4日(水)・5日(木)・6日(金) 

• 場所：札幌市教育文化会館（札幌市中央区北1条西13丁目） 

• 内容：開会式、口頭発表（11分科会）、ポスター発表、展示 

• 論文発表：76編 

     （査読論文24編、報告論文52編＜口頭発表66編、ポスター発表10編＞） 

• 技術展示：2団体17テーマ 

• 参加人数：350名 

• 発行物：寒地技術論文報告集vol.31（CD-ROM）、寒地技術論文概要集（A4冊子） 

 

◎ 講演・事例紹介による「積雪寒冷地における防災のあり方」（11/4開会式内） 

 第一部 特別講演 

「北海道における防災・減災への的確な対応を考える」 

   講師：加賀屋 誠一 氏（北海道大学名誉教授） 

 第二部 事例報告 

 (1)「寒冷地に適した避難所計画の必要性～厳冬期災害演習を踏まえて～」 

   講師：根本 昌宏 氏（日本赤十字北海道看護大学教授） 

 (2)「道東地域の防災ワークショップの役割」（仮題） 

   講師：金子 ゆかり 氏（有限会社金子設計事務所 専務取締役、 

                                     （一社）北海道建築士会釧路支部 女性委員長） 

 

 

 

４６１ 寒地技術シンポジウムの開催（実施報告） 

Ｄ．広報・普及啓発 

第31回 寒地技術シンポジウム 

分科会発表 ポスター発表 
事例報告 特別講演 事例報告 

論文概要集 論文集CD-ROM 開催案内 

ウェブサイト 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

４６２ 「野生生物と交通」研究発表会 
      （15回大会記念：IWMC2015での記念シンポジウムとして開催） 

「野生生物と交通」研究発表会 15周年記念国際事業 
野生生物と交通：エコインフラと道路の安全性に関する国際シンポジウム 
 

Ｄ．広報・普及啓発 

今年度は「野生生物と交通」研究会15周年記念として、第5回国際野生動物管理
学術会議内において国際シンポジウムを開催した。 

国内外からの招聘者を含む有識者・研究者にご講演いただき、エコインフラのあ
るべき方向性や具体的な政策実施時における留意点などについて理解を深めた。 

また、道東自動車道および帯広広尾自動車道の動物対策施設の視察を行った。 

シンポジウムの様子を取りまとめた開催報告集を作成した。 

＜シンポジウム開催概要＞ 

• 期 日：2015年7月28日（火）15:40～18:10 

• 場 所：札幌コンベンションセンター 小ホール 

•    （第5回国際野生動物管理学術会議内） 

• 共 催：アニマルパスウェイ研究会、株式会社構研エンジニアリング 

• 参加費：8,000円 ＊dec会員：無料（先着30名）、国際学会参加者は無料 

• 同時通訳付き（日英） 

 

 

 

 

配布チラシ 

シンポジウム会場 招聘者の講演 帯広広尾自動車道視察の様子 

開催報告集の作成 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

４６３ 地域政策研究セミナー等の開催（継続） 

D．広報・普及啓発 

「地方公共交通活性化セミナーin弘前」の開催 
 日本モビリティ・マネジメント会議で蓄積されてきた国内外の公共交通活性化の技術的・具体的な
知見を活かし、地方における公共交通の活性化に向けた方途を検討することを目的に、表記セミ
ナーを弘前市を開催した。 

「北海道における小水力発電の現状と今後の展開」 

「小水力発電」をテーマに、その仕組み、北海道や全国の現状や動向、北海道での展開可能性
などについて、有識者を招いた講演会を開催しました。 
日 時：平成27年7月10日（金曜日）  参加者：約80名 
プログラム 
話題提供1「小水力発電の仕組みと、全国的な動向」 
 須田 日出男 
 （システム工学研究所株式会社技術顧問・NPO法人社会工学研究所理事長 
話題提供2 「北海道における小水力発電の現状」 
 武田 政文 （北海道企業局発電課主幹） 
話題提供3 「国営かんがい排水事業での小水力の取り組み（事例紹介）」 
 高橋 雅一（北海道開発局農業整備課課長補佐） 

主 催：弘前市、（一社）北海道開発技術センター、（一社）日本モビリティ・マネジメント会議 

と き：平成27年10月27日（火曜日） 
ところ：弘前商工会議所大会議室   参加者：60名 

【基調講演】 
「公共交通におけるマネジメントの必要性～MMの基本的な考え方と総合的な戦略の必要性～」 
 藤井 聡氏（（一社）モビリティ・マネジメント会議代表理事・京都大学教授） 
【パネルディスカッション】 
 大谷 厚朗氏（一畑電気鉄道㈱代表取締役会長） 
 澤田 長二郎氏（津軽鉄道㈱代表取締役社長） 
 高瀬 英人氏（津軽鉄道サポーターズクラブ会長） 
 菊池 信雄氏（弘南鉄道㈱代表取締役専務） 
 生田 康征氏（弘南バス㈱取締役乗合部長） 
 藤井 聡氏（（一社）日本モビリティ・マネジメント会議代表理事・京都大学教授） 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

４５１ 調査研究成果などの紹介及び普及（継続） 

Ａ．自主研究 

dec monthly［A4/8p 2/2ｃ］ 年12回発行 

4月号 5月号 6月号 

7月号 8月号 9月号 

10月号 

発行月 

表紙 1P 2P 3P 4P 5P 6P うら表紙 

インタビュー（2P） 
dec主催事業の報告（2ｐ変動あ
り） 

自主研究の紹介（2p変動あり） 関連団体の催し物の開催報告 お知らせ等 

4月 
No.355 

野生生物 

日本大学理工学部システム工
学科准教授 

伊東英幸氏 

野生生物と交通開催報告 野生生物と社会開催報告 しまなみ海道視察報告（前編） 

エゾシカの被害と対策～農林業被害対
策編～出版のご案内、第15回「野生生
物と交通」研究発表会のご案内 

5月 No.356 みやけりかこ氏 
しまなみ海道視察報告 

（後編） 
小西さん論文紹介 

DEC総会のご案内、第15回 野生生物と
社会研究発表会のご案内（7月28日 開
催） 

6月 No.357 
NPO法人日本のうらほろ 近
江正隆氏 

平成26年度 Dec総会開催報告 
第15回 野生生物と社会研究発表会のご
案内（7月28日 開催） 

7月 
No.358 

雪氷 

日本赤十字北海道看護大学 

根本 昌宏氏 
2015年度雪氷学会北海道支部研究発表会 BDF研究会開催報告 CTCのご案内 

8月 
No.359 

シーニック 
恵庭市長 原田 裕氏 SBW10周年記念フォーラム開催報告 CTCのご案内 

9月 
No.360 

交通 

北 海 道 神 宮 

吉田宮司 
JCOMM開催報告 Dec自主研究審査会 局長＆部長賞受賞・CTC 

10

月 

No.361 

野生生物 
シュレキ氏 第15回 野生生物と社会研究発表会 開催報告 

フ ッ ト パ ス ［ 前 半 ］ 

CTCのご案内 

11

月 

No.362 

雪氷 
クロスホテル 南部氏 雪氷研究大会（9月13～16日 開催） 地域政策セミナー フットパス［後半］、お知らせ 

12

月 

No.363 

シーニック 

株 式 会 社 

小笠原 航 氏 
日本福祉のまちづくり学会全国大会開催報告 

シーニックバイ
ウェイ チカホ
開催報告 

欧州視察報告 Vol.01 
ISCORD2016、雪はねボランティアツ
アー開催のご案内 

1月 
（4P

構
成） 

No.364 佐藤会長挨拶 「土木の日」記念講演会 「土木の日」記念講演会授賞式 

2月 
No.365 

CTC 

中 越 防 災 安 全 推 進 機 構 

事務局長 諸橋 和行氏 
CTC開催報告 欧州視察報告 Vol.02 

3月 No.366 
彫 刻 家 

奥山 三彩さん 
バス利用促進セミナーin釧路 風景街道大学開催報告 

ウィンターサーカス開催報告、公共交
通アイデアコンテスト開催報告 

4月 
No.367 

野生生物 

北海道中央葡萄酒株式会社 

（ 千 歳 ワ イ ナ リ ー ） 

三澤 計史氏 

雪はねボランティアツアー開催報告 野生生物と社会 お知らせ 

11月号 12月号 

1月号 2月号 3月号 
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平成２７年度 北海道開発技術センター 自主事業 

■開催日/平成２7年７月２０日（月）～２２日（水）＊２１日（火）午後～２２日（水）はエクスカーション 

■開催地／中国、内蒙古自治区シリンホト市 ■エクスカーション／省道303号線、寒冷地道路保全視察 

■参加者数／97名（内、日本側参加者２１名） 

 

■発表件数／20件（内、日本側発表件数９件） 

【主催】 内蒙古交通設計研究員有限責任公司 

    シリンホト乾園交通設計有限責任公司 

      

４７１ 第１４回日中冬期道路交通ワークショップの開催（継続） 

第１４回日中冬期道路交通ワークショップ 

・第1４回となる日中冬期道路交通ワークショップは

内蒙古自治区シリンホト市にて実施。中国側は内蒙
古自治区のほか、遼寧、吉林、新疆、山東の各省か
ら参加があった。 

 

・エクスカーションでは、内蒙古の大草原を走る省道
を見学したが、森林らしきものは見当たらず、吹き
さらし状態であり、冬期の道路管理の厳しさが察せ
られた。内蒙古では塩分を含んだ凍土地帯が多く、
道路に敷設するコンクリートへの塩分や凍結融解の
影響が深刻だとのことである。 

Ｄ．国際交流 
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